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1 広島県中小企業団体中央会

　平成15年12月、環境負荷の少な

い省エネ商材の活用によって組合員

が『自律型経営へと事業転換するこ

と』を目的に、中国地方の内装事業者

が中心となって設立しました。建築

業界においてはゼネコンや有力工務

店が元請けとして施主から依頼を受

け、様々な専門業者が下請けとして

各工程を施工しています。中小の下

請け業者は、元請けからの仕事量で

自身の施工高が左右されるととも

に、施工品質や工期で差別化するこ

とが難しいため、価格競争が蔓延す

る状況になっており、経営的に非常

に不安定であったことが背景とし

てあります。私自身、50年以上にわ

たって建設業界に携わってきました

が、自律型経営へと転換するために

は、営業・施工を含めた一体的な管理

体制の構築と、価格競争に巻き込ま

れない新技術を持つことが必要だと

感じていました。

　協同組合の設立に向け一歩を踏み

出すこととなった大きなきっかけは、

ユニークで革新的な開発・研究者と

の出会いでした。この出会いによっ

て、当組合の登録商標「液体カーテン

ES」が誕生しました。「液体カーテン

ES」は、窓ガラスに薬剤をコーティン

グ施工することで近赤外線・紫外線

をカットし、日焼けによる褪色や劣

化を防ぐとともに高い遮熱効果が得

られるオンリーワン商材です。

　「液体カーテンES」が環境に貢献す

るエコロジカル技術の所以は耐久性

の向上と廃棄物の減少にあります。

既存の窓ガラスなどに遮熱・紫外線

カットなどの機能を付加する場合、従

来の工法では、ガラスに遮熱フィルム

を施工することが一般的でしたが7

～10年で劣化し、廃棄する際には廃

棄物を増やすなどの課題がありまし

た。「液体カーテンES」は耐久性が約

50％向上（第三者機関で実証済み）

するとともに、微少な廃棄物しか生

じないなど、作業性も良く、環境負荷

の低減にもなります。

　一方で、既定通りの施工ができな

ければ本来の効果を発揮できない

課題があります。現場ごとに異なる

作業環境の中で、均一な膜厚、塗りム

ラ防止など施工品質を確保する効率

的で簡便な施工方法を確立する必要

がありました。前処理の方法、施工用

具・洗浄剤の選定、希釈率の試験な

ど、クリアしなければならない課題

が多くありましたが、新技術として

確立するために特別委員会を設置す

協同組合環境改善推進センター

環境負荷の少ない省エネ
商材で自ら仕事を創り出す
～脱・下請けを推進～ 理事長

小田 一美 氏

協同組合設立までの
経緯と業界の課題

省エネ商材と組合
オリジナル技術
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るなど、組合員が一丸となって取り

組み、標準作業マニュアルを策定し

ました。併せて検査基準を設け、より

確かな施工ができる体制を構築しま

した。現在では施工実績を重ねたこ

とで品質も安定し、安心してご提案

できるようになりました。

　以降アルミサッシの復元、インター

ロッキングブロックなどの洗浄につ

いても、工法を確立し、現在は3つの組

合オリジナル技術を展開しています。

　定期的な技術研修会を実施し、修

了した組合員が各地域で販路を開拓

しています。組合員の営業展開を側面

的にサポートするため、組合の本部が

ある福山市において先行的にモデル

ケースとなる施工実績を重ね、これら

の成果を組合員にフィードバックす

ることでノウハウの共有を図ってい

ます。また、他県で脱・下請けを目指す

同業者や建設関連業者などに広くPR

し、組合の活動を全国に広げていくた

め全国中央会の組合向け補助金、活

路開拓事業を活用して、環境ビジネ

ス展である「びわ湖環境ビジネスメッ

セ」に出展するなど、マーケティング、

環境商材・技術としての認知度向上

とブランド化を推進しています。

　当組合の組合員は中小零細事業者

ばかりで、競争力のある商材を探した

り、施工技術の習得、マーケティング、

ノウハウの蓄積などは、自力でとても

できることではありません。故になか

なか脱・下請けが進まないのです。

　この役割を組合が担うことによっ

て、組合員の負担が大幅に軽減され

ると共に、組合が確立したノウハウ

や検査体制によって自信を持って営

業・受注・施工ができるようになりま

した。やっと価格競争に巻き込まれ

ない独自の商品・サービスを展開し

ていく体制が整ったのです。

　一方で、一番の課題は「困っている

方にこれらの技術を如何に知っても

らうか」であると思っています。これ

までに施工させていただいた殆どの

お客様は、困っていても、コストの問

題や技術的な課題のために諦める

か、新品に交換するしかない、と思っ

ていた、と言われます。このような

潜在的なニーズを掘り起こし、広く

知ってもらうための活動を今後、強

化していきたいと思っています。

　第一弾として、現在、組合のホーム

ページをリニューアル中です。豊富

な施工実績や組合の管理・検査体制、

施主様の声などを掲載し、安心して

お問い合わせいただけるような構成

を考えています。

　今後も、≪できない仕事から出来

る仕事に≫して世の中の人に喜んで

もらえるよう、環境にやさしい新技

術・新商品の提供を続けていきたい

と思っています。

協同組合
環境改善推進センター
福山市沖野上町二丁目13-3
TEL：084-920-9969
FAX：084-920-9968
http://ecoct.com/

組合向け補助事業などの
積極的な活用

脱・下請けに向けた
今後の取り組みと課題

●アルミサッシ復元工法
　バイオレメディエーション技術を応用した「バイオクリネス洗浄剤」と「バイオ
タフAP（色彩復元コーティング剤）」のコアを活用し現場施工技術を組み合わせ
ることで復元可能。

経年劣化によるチョーキング（退色）したアルミサッシと復元後

●バイオクリネス洗浄工法
　微生物が増殖する過程で生じる4つの分解酵素が石けん水との混合によって
徐々に効果を発揮し、バイオフイルムや低級脂肪酸を分解消滅させ、臭いや汚れ
を落とす。特に黴菌の繁殖によって不純物が蓄積したインターロッキングブロッ
クなどの汚れなどには有効。
　厚生労働省登録検査機関である（一社）東京都食品衛生協会東京食品技術研究
所において、毒性、皮膚、目粘膜の安全性試験の結果、異状なしの成績を得ており、
作業者に負担を与えない。

施工前

施工前

施工後

施工後
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中央会
Watch!中央会
Watch!

ウォッチ

File 
No.2 物流業の生産
～学びあいによる主体的な改

　県内総生産の約７割を占めるにもかかわらず、従業員
１人当たりの付加価値額が製造業に比べて大幅に低いと
されるサービス産業。その生産性向上を目的に、広島県商
工労働局イノベーション推進チームがサービス産業の生
産性向上に取り組んでいる。
　今回の中央会Watch！は、当中央会が会員組合を通
じて個別の候補企業に声かけを行い、企業側と行政側
の中間的立場からプロジェクトに学ぶとともに、進展
を側面支援した『物流業の生産性向上』への取り組みに
ついて紹介したい。このワークショップでは、経営資源
の乏しい中小・小規模事業者が複数で協同し、課題解決
を目指した。

　広島市西部地区に倉庫を持つ物流事業者６社。取扱
う荷物等は異なるが、商工センターで事業を営む競争
関係にある同業者である。
　ワークショップは、参加者が主体性を発揮して、自ら
課題を設定し解決していくことを目的に、月１回、２日
間のペースで計３回、延べ６日間実施。自社の生産性
向上と同時に、地域の卸・運送業の生産性を底上げし、
お互いが成長することを目指した（株）イトー、（株）ワ
カバ、新生倉庫運輸（株）、田中倉庫運輸（株）、広島運輸
（株）、（株）脇地運送の６社協同による改善活動及びそ
の成果の一部を紹介したい。

①人材育成で生産性向上　A社
　「マルチ要員の育成で労働時間の短縮と顧客対応の改善」
改善前　各従業員が業務内容をどこまで理解し動ける
のかわかっておらず、応援の必要な作業へ人員を配置

◆競争と協同による「学び合い」
………………………………………………………………

することができていなかった。
取組内容　スキルマップを作成し、各人毎に、どんな作
業が弱いか又は強いかを把握。（スキルマップは、各人
毎のスキルアップ項目を明確にできるため、今後は、こ
れを活用し人材育成に取り組む。）
取組のポイント　スキルマップを荷主ごとに細分化し
作成した。
改善の効果　作業が集中した時の応援がスムーズに行
えるようになり、新入社員やパート従業員の業務の幅
が広がった。さらに、今回のワークショップの参加が契
機となり、従業員から改善案が出されるなど、現場改善
意識が芽生えてきた。

①シフト改善で生産性向上　B社
　「日々の出荷量に連動した適切な人員配置」
改善前　作業者の状況、物量の情報等の共有化ができ
ておらず、応援体制の仕組み等ができていなかった。そ
の結果、出荷作業の遅れが発生していた。
取組内容　物量推移表を作成し、物量及び人員配置の
見える化を図った。加えて、12月からインカムを導入
し、情報伝達のスピード化を図った。
取組のポイント　物量を見える化することで、日々の仕事
量が把握できるようになり、休暇等の計画が立てやすく、ス
ムーズな応援体制づくりと適切な人員配置が可能となった。
改善の効果　各自の作業状況を共有し、人の配置を最
適化することで、作業時間の削減（11月時点で15分／
人・日）に繋がった。副次効果として、作業者同士が各自
の作業内容を気にかけるようになった。

②作業改善・標準化で生産性向上　C社
　「働きやすい環境作りによる作業の生産性向上」
改善前　梱包用の空箱の置き場が決まっていない。また、
リフト通路を設けていなかったり、使わないローラーが人
の導線を妨げているなど、作業効率の悪化を招いていた。
取組内容　梱包用の空箱の置き場を決め、リフト通路を確
保し、ローラーを撤去することで、作業効率が向上した。
取組のポイント　このワークショップで他社の現場を
見学できたことが、大きな成果（参考）に繋がった。
改善の効果　５月と６月の比較で、１日当たりの作業

改善の視点　人材力

改善の視点　組織力



4広島県中小企業団体中央会

Hiroshima Prefectural Federation of Small Business Association

善・改革を目指して～
　装置産業のように、設備を整えれば一定の生産性向上の
成果が期待できる業種とは異なり、卸・運送業においては、
人や組織に係る改善が生産性向上に及ぼす影響が大きい。
　各社がこのワークショップへ参加したきっかけは、
「他社とのつながり」や「他社から刺激を得ること」で
あった。同業他社の事例を参考に自社の課題を発見し、
即実践するという今回の取り組みでは、全ての参加企
業を参加者全員で訪問しあうことが『肝』であった。
　最初はそのことに抵抗があったかもしれない。しか
し、実際の参加企業は皆、自社の倉庫を他社が見学し、
改善提案をしてもらうこと、他社の倉庫を見学できる
メリットを強調した。
　今年度のワークショップは終了するが、当会として
は今後、やる気のある中小・小規模事業者がグループを
つくり、生産性向上に取り組むなど、複数企業で主体的
に取り組める環境づくりに貢献していきたい。さらに、
生産性向上を組合事業として扱えるよう、組合が果た
すことのできる役割についても検討を重ねる。
　来年度は、広島県東部地区において同様のワーク
ショップを実施予定であり、今後も改善の好循環を他
企業、他組合、さらには他業種へと拡大を目指したい。

このコーナーでは、当中央会が注目した特徴ある取り組みや
成功への隠れたプロセスを取材し、ご紹介いたします。会員の皆様の
今後の活動のヒントとなり、新たな可能性が生まれることを期待しています。

時間が２時間45分短縮した。

①作業改善・標準化で生産性向上　D社
　「ヤードの仮置き時間の短縮による作業効率向上」
改善前　積込車両の入構予定時刻が把握されておら
ず、仮置きでヤードに商品が溢れ、限られたスペースで
の作業となり作業効率が悪かった。また、事故発生のリ
スクが高く物流品質の低下を招く恐れがあった。
取組内容　積込車両の入構予定時刻を把握し、一覧表
で見える化して、積込車両の入構と出荷準備のタイミ
ングを合致させるとともに、入出庫レーンの取り決め、
入庫レーンの歯止め表示を行った。
取組のポイント　倉庫現場・配車担当者・事務担当者と
検討を重ね、会社の総意として進めた。
改善の効果　ヤード仮置き時間が減少し、作業効率・物
流品質・安全性の向上に効果があった。

　次回ワークショップまで１ヶ月のインターバルの期間
を設け、それぞれ各社に戻り改善を実践し、次回のワーク
ショップで発表するなど、成果を出すための実践期間とモ
チベーションの維持を可能とする、『間合い』を大切にした。
　指導講師である公益財団法人日本生産性本部の高田
晴弘氏は、参加者が自ら気づき、実践するという主体的
な態度を重視することで、自発的な改善の継続にこだ
わった。参加者自らが自社の課題を自覚し、それに対し
改善計画を立て、実践し検証・改善につなげるPDCAを
回すことで、具体的な行動変容が見られた。
　さらに、半年後に効果を確認するためのフォロー
アップを実施。改善を常態とする現場意識の変化、現
状のデータ収集・分析が新たな改善への気づきを生ん
でいる等、継続した効果を確認できた。各社において
PDCAを回す土壌が醸成しつつある。

性向上

ポイント

①競争と協同の好循環
競争関係にある同業者間で、学習機会やコンテ
ンツを提供しあい、お互いが生産性向上を実現
----------------------------------------
②主体性を重視
参加者が自ら気づき実践するという主体的な態
度を重視し、その後の自立化を目指す
----------------------------------------
③企業風土の変革
参加者が自社に持ち帰り、全社に改善への意識
改革を実現
----------------------------------------
④�他業種の好事例を取り入れる柔軟性
製造業での改善事例を取り入れる

◆�自社での実践を可能にするインターバル
と半年後のフォローアップ

………………………………………………………………

◆�自立化及び今後の他企業、他業種展開に
向けて～中央会の役割～

……………………………………………………………… 〔取材者：情報調査部 原田和枝〕

改善の視点　技術力
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中小企業の生産性向上を目指し、IoT導入研究会を発足
　広島県中央会
では、平成30年1
月広島県内の中
小企業者がIoTを
導入する際に必
要な知識の習得、

情報交換や企業間連携等を目的にIoTに関する理解の深
化、実装のための活動を行うIoT導入研究会を発足させた。
　今年度の活動としては、IoTの導入に興味を持つが、どこ
から取り組んで良いのか分からないと悩む企業20社を対
象に、3回シリーズの勉強会（1月31日、2月14日、2月27日
　各5時間）を開催。講師には、種子島宇宙センターでロケッ
ト射点設備の計装やシステム開発、メンテナンスに携わ
り、膨大な情報の扱いにノ
ウハウを有する株式会社
uncodeの丸田氏を迎え、
これからIoTに取り組む人
が必要とする基礎知識全
般についての分かりやす
い解説と実習を行った。
※�　勉強会のテキストを広島県中央会のホームページ
で随時公開する予定。

第１回目　「今なぜIoTなのか」
・IoTの基礎、構成要素、導入の進め方について。
・�ものづくり企業等のIoT導入事例の紹介、ポイントは課
題在りきで導入すべき。
・グループディスカッション
　参加者全員でSWOT分析を行い、その内容を共有後、
各グループから結果を発表。多業種の参加者がディス
カッションすることにより、IoT活用の可能性について
「気づき」ができた。
第２回目　「人材不足をIoTで解消」
・前回よりも一歩踏み込んだIoT導入の事例紹介

　例１　温度・電力をリアルタイムに「見える化」する事例
　例２　�AIを活用したシンプルな在庫管理システムの

導入により、作業精度の向上・コスト削減が可
能となった事例

・グループディスカッション
　前回の課題「自社の課題から、IoT化が可能な作業の抽
出」について、飲食業、運輸業、機械販売業、機械加工業、
印刷業など業種別に分けた回答を整理、IT化やIoT化へ
の可能性や問題点について検討。
・人材不足解消のため、IoT化できる作業の洗い出し
　機械部品、パン製造、飲食店の作業工程の３つを例と
して講師が工程分析した後、参加者それぞれが自社の工
程分析を行い、費用対効果を含めてIT化やIoT化につい
て検討した。
第３回目　「導入例、取り組み」
・�前回の工程分析から実際にIoT化する際のセンシング
機器や活用方法を紹介。
・�これまで質疑が有ったIoT導入事例として、製造業や飲
食業の事例を紹介。
・グループディスカッション
　各企業で可視化が可能な情報などについて話し合った。

　IoT導入研究会では、より多くの中小企業者が実際にIoT
を導入し、生産性の向上を実現することを目的に、今後も
IoT導入に必要な支援を積極的に展開することとしてお
り、中央会ホームページで広く参加者を募集している。

㈱uncode 丸田代表取締役

研究会会場の様子

グループで分析・ディスカッションを実施
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　広島県中央会は2月5日、「組
合情報化支援講習会」を開催
し、組合役職員や組合員企業の
代表者等49名が出席された。
　当日は株式会社スプラムで
代表取締役を務め、中小企業診断士でもある竹内幸次氏よ
り「中小企業・組合が行う戦略的SNS活用法」をテーマに、
SNSの基礎知識やSNSが組合・企業にもたらす効果やメ
リット、効果的なSNS活用方法や成果に繋がっている取組
事例について講演が行われた。

　講演の中で、竹内氏は「生産性の高い組合、中小企業は設
備投資、IT投資に積極的である。ITは組合等の未来のための
投資であり、戦略ビジョンに大きく関係してくる。若い人材
だけに頼るのではなく、トップが理解しないと意味がない。
SNSを活用して自分にしかない情報を発信して欲しい」と
語られた。
　当講習会は、組合・中小企業等に対する情報化への取組支
援を目的としており、当会としては今後も情報化に関する講
習会を開催し、組合や企業が積極的にITを活用し、ビジネス
チャンスを得られるよう、今後も積極的な支援を行っていく。

組合・中小企業も積極的なSNS活用を！
組合情報化支援講習会

“尺八奏者“で”経営者 ～海外に届け、日本文化～
組合青年部県大会

　経営者として広告業を営む
傍ら、外務省や国際交流基金
の要請で日本文化を広めてい
る尺八奏者、株式会社ウラベ
サインボード占部三龍代表取
締役を講師に迎え、2月15日、

組合青年部県大会を開催した。
　占部氏は、世界の人々の生活をより豊かにするため、多く
の国を回っている。講演では、「日本の文化は外国人の方が
意外と詳しいことがある。国籍の異なる者同士が本質的に
理解し合い、対等な関係を築くためには、お互いの文化を理
解し認め合うことが大切だ。今後も日本と海外の架け橋に
なるように日本文化を海外に伝えて行きたい。」と語られた。
　講演会や懇親会では、時折、尺八の演奏も交え、また、筝奏

者の岡田明子氏も演奏に加わり、感情の起伏や微妙なニュ
アンスを音楽で表現されていた。また、尺八や筝の演奏を体
験する場面もあり、参加者は日本の文化に触れる良い機会
にもなった。
　企業でも外国人採用が積極的に進められている。文化や
考え方の異なる者がともに働き、多様な知識、経験、価値観
に触れることで新たな発想や気づきにつながり、ひいては
企業の新たな成長へ
つながる可能性が大
きいと言われてお
り、多様性は強みに
できるのではないだ
ろうか。

中小企業診断士　竹内幸次 氏

筝奏者 岡田明子氏　尺八奏者 占部三龍氏

田口会長挨拶
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平成30年通常総会・講習会を開催
　広島県中小企業団体事務局代表者協議会は、2月16日、ホ
テルセンチュリー21広島において20名の出席により平成
30年通常総会を開催した。平成29年度の事業報告・決算報
告、平成30年度事業計画・収支予算等、提出議案を原案通り
可決したほか、任期に伴う役員の改正を行い、幹事17名、監
査2名が選出された。また、幹事会を開催し、会長として広
島県中小企業共済協同組合の堀岡常務理事が、副会長とし
て協同組合福山金属工業センター　中司事務局長、協同組
合三菱広島協力会の部村専務理事の2名が選出された。堀
岡新会長は、「この協議会がより有意義な集まりとなり、活
性化していくよう努めて参りたい」と就任の挨拶を述べた。
総会終了後、講習会を開催。中国生産性本部専任部長　西川 

三佐子　氏を講師に、
「仕事の効率化と人材
育成」をテーマに講演。
講演では、「組織の目的
は理念を実現すること
で、一人一人の仕事は理念の実現に繋がらなければならな
い。お客様にどのような価値を提供するかによって仕事の
あり方は変わり、仕事の効率化によりその価値を高めるこ
とができる。上司と部下の間には信頼と尊敬が必要で、上司
が部下に仕事のやり方を示し、その成果を認めることが部
下の成長に繋がる。」と説明された。　講習会終了後は懇親
会が開催され、和やかな雰囲気の中、閉会となった。

創立50周年記念式典・祝賀会を開催
広島県東部広告美術協同組合

　広島県東部広告美術協同組合（理事長　東恭弘）は、2月
17日、福山ニューキャッスルホテルにおいて創立50周年
記念式典及び記念祝賀会を開催した。
　当日は広島県広告美術協同組合連合会坂本会長を始め多
くの来賓を迎え、盛大に開催された。後藤道幸前理事長より

「昭和42年、県東部地区の屋外看板業者17名で組合を設立、
組合事業を通じ組合員の経営の安定化や県東部地区の屋外
広告業界の発展を目指して活動し、今日を迎えることがで
きた。大変厳しい時もあったが歴代の理事長を始め諸先輩
の尽力や取引先の協力なしに現在はない。我々屋外看板業
者は設置看板の安全性の確保や老朽化への対応など多くの
課題が山積しているが、組合員が団結してこの状況を乗り
越え、次のステージに向かって行きたい」との挨拶があった。
　また、東新理事長からの「新たなステージに向かって組合
員団結し頑張っていこう」という宣言のもと、出席者らは更
なる発展を誓い合った。

式典出席者による記念撮影

平成30年通常総会の様子
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■背景・目的

 　当初、販売に大変苦労したじゃばらが『花粉症に効く』と

評判となったことで爆発的に売上げが伸び、村民の経済を

支える重要な事業に成長していく過程で、「じゃばら振興

会」を母体として協同組合を設立した。今後は組合事業を通

じて、じゃばらブランドを守り抜いていく。 

■事業・活動の内容と手法

　事業の推進は、常に北山村と二人三脚で協調して進めて

きた。村役場の担当者、関係者が組合の役員、組合員と随時

会議を開いて協議し、情報を共有しながら組合事業が運営

されてきた。組合で生産されたじゃばらは北山村に買い

取ってもらい、北山村を通じて商品化され、販売されてい

る。村が一括して販売、物流、営業の管理を担ってくれてい

るため、組合員も安心してじゃばら栽培に勤しむことがで

きている。

■成果

　当初、まったく売れなかった時期は、村の存亡を賭けた事

業だっただけに停滞感が漂っていたが、平成13年１月出店

の楽天市場で爆発的なヒットをきっかけとして、早急な生

産体制増強とともに、じゃばらにまつわる権利取得によっ

て他の生産者との差別化を図っていく必要性に迫られた。

こうした変化にもスムーズに対応できたのは、組合員であ

る村民の一体感と、村による十分なバックアップ体制の賜

物であると言える。

「平成28年度 組合資料収集加工事業報告書　先進組合事例抄録」より

～地域活性化・地域社会への貢献～

じゃばらブランドを
確立し、村（地域）の
経済を守り抜く

北山村じゃばら生産協同組合

■住所　〒647-1603　和歌山県東牟婁郡北山村大字大沼87番地
■TEL　0735-49-2253
■設立　平成25年1月
■出資金　105千円
■主な業種　果樹耕作農業
■組合員　21人

じゃばらを使って開発した商品

じゃばら栽培
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信用組合は、中小企業や小規模事業者、地域・業域・職域の生活者である組合員に対して、
決め細やかな訪問活動と、人の温もりを大切にした親身な相談活動を通して、

どんな時も、組合員と共に歩み続ける、身近な金融機関であることを約束します。

＊信用組合は平成29年10月に新しいコミュニケーションマークを制定しました。
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　当社は、私の父である初代社長の菊

池昭夫が、直接通電熱加工の実用化

を目指して平成2年に設立しました。

　父は、以前在籍していた日立粉末

冶金（株）（現　日立化成（株））で昭和

60年に通電焼結技術と出会い、その

可能性に着眼、昭和61年より装置製

作を開始して昭和63年に1号機を試

作、さらに適合材料に関する研究を

重ね、会社設立に至ったのです。

通電焼結技術とは、金属などの粉末

素材に通電による加熱とプレスでの

加圧を同時に行い成型加工する冶

金工法のひとつですが、当時はコン

ピュータが発達し始めた時期で、そ

れまで困難だった加熱・加圧の制御

が可能となったことで開発に取り組

んだようです。

　しかし、創業当初は経営基盤が整っ

ていないこともあり、また、補助金を

活用するにしても自己資金が必要と

なるため、自動車部品や建築金物の溶

接、プレスなど現在の事業とは全く異

なる下請仕事を受注し、徐々に通電焼

結の研究開発を進めていきました。

　現在は、一般的な通電焼結法に弊

社独自の画期的な特許技術を使用し

た通電熱加工装置「PLASMAN（プラ

ズマン）」を中心に、研究室レベルか

ら量産レベルまでの通電焼結設備の

開発・販売を行っています。

　設立当初から通商産業省（現　経

済産業省）の補助金を受けたり、色々

な研究プロジェクトに参加したりし

て技術を高めて行きましたが、大き

なきっかけは東広島市へ移転したこ

とによります。平成12年に私が会社

を引き継ぎ、新たな展開を模索する

中で、平成13年に東広島市の広島テ

クノプラザへ移転しました。広島テ

クノプラザは広島大学が近く、また

国の研究機関である独立行政法人産

業技術総合研究所（産総研）などの公

的研究機関や研究施設なども多く集

積し、研究開発に最適な立地です。

　平成に入ってから通電技術が注目

されるようになったこともあり、広

エス・エス・アロイ株式会社

“通電焼結技術を極める
～自社製品で顧客の技術力
向上～” 代表取締役

菊池 光太郎 氏

創業のきっかけ
～通電焼結技術に着眼～

広島大学研究プロジェクトへ
の参加　～新たな出会い～



当会が地域事務局を担っているものづくり補助金に採択された会員組合員企業の
経営トップの経営方針や未来への想いなどを紹介しております。
当コーナーが企業間連携や異業種交流へと繋がることを期待します。
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島大学でも研究開発のプロジェクト

が開始されていました。当社も大手

産業メーカーや有力企業に交じって

もプロジェクトの一員として装置の

研究開発へ参加することができ、そ

こでの経験や出会いから当社にとっ

ての転機が訪れたのです。

　通電焼結研究会の講演が広島県立

西部工業技術センターで開催された

際、産総研中部センターの研究者と

話をする機会を得られ、「試しに装置

を使ってみよう」ということになり

ました。そして、製品を納入した先の

研究所で、当社技術の成長発展を支

えた研究グループリーダーと出会う

きっかけを得られました。

　当時は当社製品も出来上がった

ばかりで、私達自身もまだまだ改善

の余地があると感じておりました。

しかし、それを大きく上回る情熱と、

次から次にいただく製品への改善要

望を受けて、試行錯誤を繰り返し、と

にかく必死に食らいついていくこと

で、飛躍的に製品改良が進みました。

困難な状況でもこの技術を向上する

ためには引かない、「通電焼結技術を

極める」と言う気持ちは、当社が創業

から培ってきたものです。

　さらに、並行して、学会や論文を通

じて大学教授の研究内容と当社製品

の情報が拡散したことで、新たなプロ

ジェクトの話も舞い込むようになる

など、人と人のつながりが連鎖した事

も開発に成功した要因だと思います。

　通電焼結技術が着目され25年程

経過し、同業他社は世界で12社、国

内でも6社と増えてきましたが、一

般の人々にはほとんど知られていな

いのが実情です。今後は通電焼結技

術の認知度を高め、何十年か後には

一般的な技術とすることが目標です

が、現状は展示会へ出展するのも人

手も資金も足らない状態で、企業と

しての基礎体力を強化していくこと

が喫緊の課題と認識しています。

　また、日本の製造業の競争力を高

めるためにも、研究開発に力を入れ

ている国内企業への製品納入を強化

するとともに、内燃機関から電気へ

と変わる自動車分野において、レア

アースやレアメタルなどを代替す

る、通電焼結技術ならではの複合素

材による新素材開発に注力し、新た

な業界へ参入していきたいと思いま

す。

エス・エス・アロイ株式会社
東広島市鏡山3-13-26
テクノプラザ180号室
TEL：082-420-0512
http://www.plasman.co.jp/

お客様ニーズに対応
～行政支援をフル活用～

これからのエス・エス・アロイ
～通電焼結技術を極めるために～
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食料品
●1月の出荷量は前月比27.5%減少、前年同月比2.8%減少、売上高は
前月比24.9%減少、前年同月比4.5%減少となった。
繊維・同製品（繊維工業）
●来春夏物の生産がスタートした。
木材・木製品
●原材料の値上がりにより収益が悪化している。先行きが不透明であ
る。
●＜全国＞
・�平成29年12月の全国の住宅着工戸数は76,751戸で前年同月比
2.1％減少
・�季節調整済年率換算値では93.6万戸(前月比2.7％増)
・�利用関係別では、持家は23,288戸で前年同月比2.5%減少、貸家は
33,438戸で前年同月比3.0%減少、分譲住宅は19,537戸で前年同
月比1.3%減少
・�木造住宅の着工数は45,452戸で前年同月比1.1%減少
・住宅着工の動向については、前年同月比で6か月連続の減少
　＜広島＞
・�広島県内の12月の着工戸数は1,957戸で前年比25.4%増加、この
うち持家は452戸で前年比5.0%減少、貸家は1,157戸で前年比
56.6%増加、分譲は348戸で前年比0.9%増加
・�県全体の住宅着工動向は前年同月比で4か月連続の増加となった
が、繁忙が続いたプレカットも一服感がある
・�地域別では広島市が着工戸数1,120戸で39.1%増加、福山市が291
戸で11.5%増加、尾道市は61戸で177.3%増加となった一方で、東
広島市は150戸で1.3%減少、呉市は59戸で4.8%減少、廿日市市は
54戸で48.6%減少と地域ごとにばらつきがある結果となった

・�全国傾向とは異なり広島県内の住宅着工戸数は依然高水準で推移
しているが、将来、減少が予想され先行き不安の声も強い。非住宅分
野への期待は高まっている。

印刷（出版・印刷・同関連）
●景況に変化はない。
化学・ゴム（工業用ゴム製品）
●国内自動車生産、販売共に下期は前年比増加。特に軽自動車、SUV車
が増えつつある。それに伴い仕事量は対前年比5～7%増加する見通し
である。
　人手不足が深刻であるため募集をするが、応募がほとんどない。
残業の増加に加え、原材料の値上がりなど収益状況は好転しない。
労働力人口の不足は経済成長の大きな足かせとなっているため、外国
人労働者等の規制緩和が急がれる。
　将来、自動車の電動化が進むと部品点数の減少により、雇用等に大き
な影響が生じると予測される。春闘においては、特に中小企業では人手
不足により人件費が高騰し、厳しい状況にあると思われる。
化学・ゴム（プラスチック製品製造業）
●売上は、全体的に各社良い状態で横ばい傾向である。しかし、収益状
況は良くない。
　原油市況の値上がり傾向を背景として樹脂値上げの声が聞こえてく
る。
窯業・土石製品
●出荷状況(24工場）
　30年1月  2,257㎥（前年同月比12.01%減少）
　29年12月 3,182㎥
　29年1月  2,565㎥
鉄鋼・金属製品（鉄鋼業）
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●原材料、燃料（重油、コークス等）が高騰しているが、製品価格への転
嫁も難しい。給与等の待遇が良くないと求人しても人が集まらないた
め、厳しい状況が続いている。
一般機器（一般機械器具）
●広島県西部地区においては、航空機の後部パネルの組立、製鉄機械及
びタービン・コンプレッサーは前月同様定時間操業で推移している。
●自動車関連の好況を受け、前年同月比64.0%増加、前月比77.0%増
加となった。
電気機器（電気機械器具）
●今月の売上は、前年同月比0.5%減少、前月比3.3%増加となった。国
内売上が前月比5.5%増加と全体の売上増加に貢献した。
　最低賃金の上昇が経営を圧迫している。大手企業は下請企業へ価格
転嫁ができるが、多くの下請中小企業は転嫁が難しい。大企業も中小企
業も同様の法律を適用されると、中小企業にとっては対応が難しい場
合も多い。
輸送用機器（輸送用機械器具（自動車））
●組合員の業況は、ビジネス依存度の高い主要顧客（マツダ）の下記業
況に比例している。
・マツダの国内生産台数が継続して高レベルにあるため、好況を維持
・�1月の国内自動車販売台数は全需が400千台、前年同月比0.5%減
少と4ヶ月連続の前年割れ。登録車も前年比5.7%減少と4ヶ月連続
の前年割れ、軽自動車は8.7%増加と2ヶ月振りの前年超え。マツダ
車は4.5%増加と2ヶ月連続の前年超え
・�マツダ車の12月の海外販売合計台数は126千台、前年同月比0.3%
減少と3ヶ月振りの前年割れ
・�マツダの12月の輸出動向については、輸出台数は前年比5.2%減少
と2ヶ月振りの前年割れ
・�マツダの12月の国内生産台数は、前年同月比8.3%増加と2ヶ月振
りの前年超え

輸送用機器（輸送用機械器具（造船））
●県内2,500総トン以上の平成30年1月の船舶建造許可実績は3隻
236,100総トン(前月3隻184,750総トン、前年同月1隻6,600総トン)
であった。なお、全てが輸出船で、このうち貨物船が1隻、油槽船が2隻
となっている。
●中小造船業については、前月から大きな変化はない。
輸送用機器（輸送用機械器具（造船関連団地））
●先行き不透明感が漂っている。
その他（家具・装備品）
●円安により資材価格が高騰している。

卸売業（総合）
●中小卸売業者は大規模店舗の出店や販売先小売店の閉店等の他、大
手卸売業者の寡占化等により、厳しい状況が続いている。
　「資材関連」においては、公共工事は件数・請負金額共に増加傾向。受
注状況は好転しているが、人手不足が深刻化している。
　「雑貨」においては、日用雑貨は販売苦戦、前年割れが続いている中、
特に1月は厳冬で客足が悪く消費が低迷している。
　「繊維」においては、厳冬の影響で婦人肌着は好調、販売店は品薄に
なっている。
卸売業（食料）
●1月は稼働日数も少なく、例年売上が減少する。2月は例年売上が上
がってくるため、今後に期待している。
卸売業（電設資材）
●広島県の11月の着工状況は、前年同月比137%、内訳としては持家
が8%増加、分譲7.7%減少、貸家27.1%増加となった。
　官公庁物件はあまり良くないが、民間非住宅設備工事（ホテル、賃貸
ビル、テナント店舗等）の動きがよく、今後に期待が持てる。
卸売業（畳・敷物）
●例年1月の売上は低調であるが、今年は主要仕向け地の積雪が多く、
輸送も手間取ることから受注が少なかった。相場は横ばいで推移して
いる。
小売業（各種商品小売業）
●昨夏は関東･東北が冷夏で、また夏から冬への切り替わりが早く（秋
が極端に短く）冬も非常に寒い日々が続いている。このことから、主力
商品である青果物の生育に大きな影響が出ており青果物相場は高値安
定で推移している。よって、売上は増加するが収益に結びついていない

状況が続いている。
●正月は前年並みのペースだったが、中旬以降の降雪により、客数が減
少した。
小売業（家庭用電気機械器具小売）
●1月度の販売実績は前年同月比7.9%減少となった。商品別では、液
晶テレビ前年同月比18.3%減少、冷蔵庫同10.5%減少、洗濯機同2.8%
減少、IHクッキングヒーター同2.3%減少、エアコン同3.1%減少となっ
た。
その他の小売業（燃料）
●1月前半は仕入価格が上昇し、その後も高値で推移している。
　石油製品の価格高騰による買い控えの心配からか、仕入価格の上昇
分を小売り価格に転嫁しきれていないように感じる。
商店街（各種商品小売業）
●昨年10月末で閉店していた会員小売店が、破産手続開始に伴い脱退
した。
　3月に当商店街を中心に「第1回まちゼミ」を開催することとなり、
20店舗で30講座を開催する予定である。
サービス業（自動車整備業）
●車検台数は前月比10.9%減少、前年同月比7.4%減少。車検場収入は
前月比11.2%減少、前年同月比7.9%減少。重量税・登録印紙の売上は
前月比3.2%減少、前年比12.9%減少となっている。
サービス業（広告業）
●石内の大型ショッピングモールのオープンに伴い、若干ではあるが
仕事量の増加が予想される。
建設業（工事業）
●各自治体の発注工事は年度末を控え、年度内工期などの要因から減
少傾向にあり、今後小規模工事主体の案件が増加するものと思われる。
　公共工事の発注は年度予算の関係で短い工期の工事や維持管理メン
テナンスを中心とした案件が多く、年度をまたいだ主力工事が少ない
ため、中小企業各社は民間需要の案件にシフトしていると見られる。
●今月の工事受注件数は、前月比49.0%減少、前年同月比67.3%減少
となった。太陽光発電設置申請が1月は12件と少なかった。また固定価
格買取制度（FIT）改定が12月までであったため、その反動により工事
受注件数が激減した。
●大型物件が一段落してきているため、最盛期である2月、3月の見通
しが立ちづらい状況である。
　カーテン、敷物、壁装クロスの3品目について、今月は前月比80%増
加、前年同月比15%増加と好調であった。石内東地区の大型商業施設、
広島駅北口のオフィスビル等が好況の要因である。しかし、年度前半の
不振が影響し、前年累計比では15%減少となった。
運輸業（道路貨物運送業）
●1月の荷動きは、前月の反動減が懸念されたが、稼働日数が減少して
いるにもかかわらず前年より活発に動いたようである。
　燃料価格は4ヶ月連続で上昇しており、収益悪化が懸念される。
●運賃は上昇傾向にあり、売上は増加している。
　前年同月比では、燃料価格が大幅に上昇しており、収益状況は悪化し
ている。
●1月の貨物輸送量は、正月休みの関係で前月比減少、前年比では変化
なしとなった。
　突発的な輸送要請があっても、車両はあるが運転手不足により要請
に応えることができない状況が続いている。
　建設関係、土木関係の輸送は年度末を控え好調である。
　一番の不安材料は軽油価格の上昇で、既に収益を圧迫している。今後
の予想では、2018年も高値が続く可能性が高い上に、さらに単価が上
昇するのではないかと言われており、先行きを心配している。
運輸業（水運業）
●船員の高年齢化が進んでいると同時に若年船員が育っていないた
め、船員不足である。
　運賃、用船料の改善が見られない。
その他（不動産業）
●1月に公的評価（地価公示、相続税評価）があり一般評価をあまり
行っていなかったため、売上高等は前月比減少となった。
前年同月比は前月同様、固定資産評価報酬の入金状況により収益・資金
繰りが悪化している。
　年度末は一般評価作業の増加が見込まれている。
　地価は依然として上昇傾向にあるが、取引はやや減少傾向にある。
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平成29年度補正「ものづくり・商業・サービス
経営力向上支援補助金」公募のお知らせ

　平成29年度補正「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金」の公募を以下の通り行います。
　なお、公募要領及び応募書類、申請における留意点等については、広島県中央会HPをご確認ください。

（１）事業概要
　足腰の強い経済を構築するため、日本経済の屋台骨である中小企業・小規模事業者が取り組む生産性向上に資
する革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行うための設備投資等の一部を支援します。

（２）対象要件
　認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業・小規模事業者であり、下記の要件のいずれかに
取り組むものであること。
　「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示された方法で行う革新的サービスの創出・サー
ビス提供プロセスの改善であり、3～5年で、「付加価値額」年率3%及び「経常利益」年率1%の向上を達成できる計
画であること。または「中小ものづくり高度化法」に基づく特定ものづくり基盤技術を活用した革新的な試作品開
発・生産プロセスの改善を行い、3～5年で、「付加価値額」年率3%及び「経常利益」年率1%の向上を達成できる計画
であること。

（３）事業の詳細
①企業間データ活用型：�複数の中小企業・小規模事業者が、事業者間でデータ・情報を共有し、連携体全体として新

たな付加価値の創造や生産性の向上を図るプロジェクトを支援。
【補助上限額：1,000万円/者（※）、補助率：2/3】

※連携体は10者まで。さらに200万円×連携体参加数を上限額に連携体内で配分可能
②一般型：�中小企業・小規模事業者が行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善に必要な設備

投資等を支援。
【補助上限額：1,000万円、補助率：1/2（※）】

※�生産性向上特別措置法（案）（平成30年通常国会提出）に基づく先端設備等導入計画の認定又は経営革新計画
の承認を取得して一定の要件を満たす者は、補助率2/3

③小規模型：�小規模な額で中小企業・小規模事業者が行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改
善を支援。（設備投資を伴わない試作開発等も支援）

【補助上限額：500万円、補助率：小規模事業者2/3、その他1/2】
〔①～③共通〕生産性向上に資する専門家を活用する場合� 【補助上限額30万円アップ】

（４）お問い合わせ
〔広島県地域事務局：広島〕 （TEL）082-222-8338

〒730-0011　広島市中区基町5-44　広島商工会議所ビル8F
〔広島県地域事務局：福山〕 （TEL）084-959-2360

〒720-0067　福山市西町2丁目7-1　福山商工会議所ビル9F
※�応募申請は広島県地域事務局（広島）へ申請書類をご
　郵送いただくか、中小企業庁が開設した支援ポータ
　ルサイト「ミラサポ」による電子申請（平成30年4月
　中旬開始予定）にてお願いいたします。

広島県中央会　ものづくり補助金 検索⬅
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組合年度末事務処理について

　組合は事業年度終了後、中小企業等協同組合法に基づき、認可行政庁並びに組合事務所を所管する法務局等に下記の事項に
ついて届出や申請等の義務が生ずることになります。
　また各様式については、当会HPへ掲載しておりますのでダウンロードしてご利用ください。
　その他手続き等の詳細についてもお気軽に当会までお問い合わせください。

組合年度末事務処理フローチャート(3月末決算、5月30日通常総会開催の場合。日付は参考。)

短
縮
可
能

4月1日

5月31日

6月13日

5月6日

5月14日

5月15日

5月17日

4月7日

5月30日

１．事業報告書及び決算関係書類の作成

９．税務申告および納税

10．届出・認可申請

11．登記申請

３．理事会招集通知の発出

４．理事会の開催

５．�事業報告書及び決算関係書類の事務所
備え置き

６．通常総会招集通知の発出

２．�事業報告書及び決算関係書類を監事に
提出

　 監事の監査報告

７．通常総会の開催

８．�理事会の開催 （役員改選があり、新理事
全員の同意があった場合）

・ 事業報告書
・ 決算関係書類

・ 事業年度終了後２ヶ月以内

・ 決算関係書類の提出は通常総会終了後２週間以内
・ �役員変更届は変更後２週間以内・ 定款変更の認可申
請は通常総会終了後すみやかに

・ �変更後（定款変更を伴うものは認可日から）２週間
以内

・ 理事会の会日の１週間前までに各理事に通知
・ 理事全員の同意があった場合、招集手続きを省略可能

・ 事業報告書及び決算関係書類の承認
・ �事業計画書、収支予算書及びその他通常総会提出議
案の承認・ 通常総会開催日時及び場所の決定

・ 通常総会会日の２週間前までに事務所に備え置く

・ �事業報告書、決算関係書類及び監査報告書を添付し、
通常総会会日の10日前までに通知の発出

・ �事業報告書及び決算関係書類の受領日から4週間を
経過した日までに監査報告書を提出

・ �事業報告書の報告・ 事業報告書及び決算関係書類の
承認
・ 事業計画書、収支予算書及びその他提出議案の承認

・ 代表理事等の選定



表紙の
ことば

2月 F E B R U A R Y  2 0 1 8事 務 局 日 誌

当会のメルマガにご登録いただいた方には、講習会・セミナーの案内や補助金等の中小企業施策の「最新情報」を定期
的にお届け致します。組合・企業の運営に係るお役立ち情報をお届け致しますので、是非ご登録ください！！

E-mail:chuokai@chuokai-hiroshima.or.jpご登録はこちらのアドレスへご一報下さい。

メルマガ会員募集中
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2日
5日
8日
9日

14日
15日
16日
18日
22日
22日
25日
26～27日
27日

●中小企業組合士会 第3回理事会 （中央会会議室）
●組合情報化支援講習会 （センチュリー21広島）
●瀬戸内フードコミュニティー 中小企業組合等活路開拓事業第4回委員会 （広島魚市場(株)）
●管理者等講習会（健康経営セミナー） （（協）ベイタウン尾道）
●IoT導入研究会（第２回） （広島商工会議所ビル）
●組合青年部県大会 （センチュリー21広島）
●広島県事務局代表者協議会 平成29年通常総会 （センチュリー21広島）
●広島県柔道整復師（協） 組合特定問題研修会 （広島県柔道整復師会館）
●平成29年度ものづくり企業熱処理活用研究会 （光陽産業㈱）
●三原市清掃事業（協） 組合特定問題研修会 （三原市福祉会館）
●福山青果商業（協） 組合特定問題研修会 （（一社）福山労働会館みやび）
●平成29年度女性職員研修会フォローアップ （シェラトングランドホテル広島、ぴあっと志万多）
●IoT導入研究会（第３回) （広島商工会議所ビル）

　寒さの厳しかった冬も終わりを告げて、春がやってきま

した。

　春といえば、毎年、桜の花見を楽しもうと決心しますが、

ここ数年は公私ともに忙しく、また、企画をしても桜雨に流

されるなど、機を逸することが多かったように思います。時

には、身体と心を休めるのも重要なこと、とわかってはいる

けども、思いのほか先送りにしてしまうので、今年こそは、

開花予想も意識しながら、計画的に桜の花見を楽しんでい

ければと思います。

（藤原）

　江戸時代の倹約政治により、贅沢品とされた具材をご飯
でうずめて（隠して）食べたのが始まりといわれる「うずみ」。
一見何の変哲もないご飯ですが、その下からはエビや松
茸、里芋などの旬の具材が、だし汁とともに現れてきます。
現在では和・洋・中そしてスイーツまで生まれており、食材を
見つけ出す楽しい料理として新たな広がりを見せています。

「質素」から「楽しみ」へ。
進化する福山の「うずみ」

うずみ（福山市）

※太字になっているものが、広島県中央会の事業・行事になります。
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人材確保に

ご検討ください！

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 広島支部 

ポリテクセンター広島
（広島職業能力開発促進センター）

ポリテクセンター広島では

離職者の方々を対象として、新たな職業に必要な専門的知識や技能を身につけていただくための公共職業訓練

（ハロートレーニング）を実施しており、この訓練を受けた受講生の無料職業紹介を行っています。

採用のご予定がありましたら、ぜひ、ポリテクセンター広島の訓練生の採用をご検討ください。

①主な訓練コース（６ヵ月）

企業ニーズに基づく多様化する職務に対応した“ものづくり分野”の技能・技術が習得できるよう３ヵ月ごと

の訓練目標を設定し、習得度を確認しながら段階的に職務に結びつく技能・知識及び応用性を加味した技術・知

識を学びます。

科 機械加工技術科 金属加工科 電気・通信施工技術科 生産サポート科

電気制御・ 技術科 住環境計画科 住宅リフォーム技術科 ビル管理技術科

②導入訓練（橋渡し訓練・７ヵ月）

コミュニケーション能力やビジネスマナーなどを習得する導入訓練（１ヵ月）と、続く６ヵ月の職業訓練を組

み合わせた訓練コースです。

③企業実習付きコース（日本版デュアルシステム・７ヵ月）

再就職を目指す若年者（４５歳未満）を対象として、当センターでの訓練（６ヵ月）と企業での実習（１ヵ月）

を組み合わせた訓練コースです。企業実習による訓練を実施していただける企業を探しております。

★こんなメリットがあります！

●就職意欲を持った若い人材が確保でき、自社が求める即戦力を育成できます。

●職場実習を指導する社員の方の成長が期待でき、企業内の人材育成につながります。

④求職者情報

ポリテクセンター広島では、就職支援の一環として、訓練受講生の情報を案内しています。

詳しくは で をご覧ください。

 

平成２８年度

就職率

平成２８年度

就職率実績

８６．７％

【お問い合わせ先】

ポリテクセンター広島（広島職業能力開発促進センター）

〒 広島市中区光南

訓練課 離職者訓練担当 （訓練全般、企業実習について）

就職情報室 （訓練生、修了生の採用について）

ポリテク広島 検索 求職者情報
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